
  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

２０２２年度 

（通算 NO３5） 

般社団法人 

〇 仲間を増やそう 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 地域の展覧会報告 
 
 
 

整理していて、懐かしい写真を見つけました。 

当時理事長だった松木先生を囲み、皆さんが集合しています。懐か

しい顔を見て当時のことをいろいろと思い出しました。 

あれからたった１５，６年しかたっていないですが、メンバーは大きく

変わりました。でも示現会の伝統は絶えることなく続いています。 

そして一層発展させるのが私たちみんなの願いだと思うのです。 

 
 

一般社団法人 

２０２２・１０・３０ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

2006年、第 59回示現会展は東京都美術館で開催されました。 

60周年記念展より六本木の国立新美術館で開催されることになり、こ

の年が東京都美術館の最後の年になります。 

4月 6日、開会の日、最後の開催となった東京都美術館の前で記念写

真を撮りました。 

１５年余たった今、多くの方がいろいろな事情で示現会を去りました。 

一方、新しい仲間も増えました。 

しかし、もっともっと示現会を活気ある、楽しい絵画団体にするために

も仲間が必要です。 

同封の「理事会報告」は地域での活動を支援し、示現会への参加を促す

力になることを願っています。 

 
 
                

第
三
十
三
回
長
野
県
支
部
展
は
コ
ロ
ナ
と
猛
暑
の
中
、
八
月

十
日
か
ら
一
四
日
、
上
田
市
立
美
術
館
「
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
会
員
だ
け
の
作
品
展
で
す
が
、
本
部

の
御
好
意
に
よ
り
賛
助
出
品
と
し
て
本
部
役
員
の
先
生
の
作
品

六
点
も
展
示
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
２
年
、
一
堂

に
会
す
る
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
展
出
品
者
全
員

が
搬
入
日
に
集
ま
り
短
時
間
の
内
に
展
示
作
業
を
済
ま
せ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
実
質
四
日
間
の
開
催
で
す
が
約
四
百
名
の
入

場
者
が
あ
り
、
成
功
裡
に
終
わ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
第
三
十

四
回
支
部
展
は
八
月
一
六
日
（
水
）
～
八
月
二
十
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
従
来
の
会
場
の
２
倍
の
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
の

あ
る
支
部
展
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

事
務
局 

小
山
賢
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懇親会会場に向かう皆さん。知っている方々が大勢います 
 
 

会場となった、、上田市立美術館
「サントミューゼ」 
と下段は会場の様子 

 

 

今
年
、１
１
月
ま
で
に
示
現
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
１
２
の
個
展
、グ

ル
ー
プ
展
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
会
場
は
示
現
会
を
Ｐ
Ｒ
す

る
場
と
も
な
り
ま
す
。 

実
際
、本
展
、巡
回
展
の
鑑
賞
の
後
、

自
分
も
示
現
会
展
に
出
品
し
て
み

た
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
も
機
会
を
作
り
、発
表
す

る
場
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
が
仲
間
を
増
や
す
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
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写真の 

裏面 

示現会北海道作家展    代表 岩佐邦夫 
 【コロナに負けないをスローガン】に札幌で１０月６日～１１

日の会期で開催しました。 

 今年からは新人の募集にチラシ、ポスターで呼びかけた

結果８名が新しく参加しました。 いずれも力のある作品で

将来が楽しみです。 

現状では９名のところ、一挙に１７名となり、作品も１２点

の展示予定が１６点増え、合計２８点に倍増しました。 

尚、本年までは札幌市文化芸術活動支援事業で会場費

の半額補助が有りましたので低価格での募集で呼び掛け

れました。 

しかし次年度はこの補助が無くなる為、本展覧会の維持

が困難で大幅に出品料を値上げして継続するか、２２年間

続いた展覧会を断念するか迷っていました。 

ところが開催の前日、本会常務理事の佐藤先生が見え

られ、毎々からご検討をお願いしていた本部助成金につい

て、説明があり、１０万円を持参していただきました。 

又先生には、搬入作業の終了後、開催した総会にが出

席くだされ、いろいろご指導していただきました。また、 

この助成については、本部の理事会で検討を重ね、今年度

より条件を満たせば、助成いただけるとのことです。 

 本来は赤字決算の所本部助成を得て、次年度の継続計

画を建てれました。さらに増員を図り、収支均衡を図る運

営する方向を目指すことにいたします。誠にありがとうござ

います。 
 

今年も各地で示現会会員による活気あふれる展覧会
の報告がありました。 
現在ある１５支部以外の場所での活動になります。
それぞれに歴史を持ち、地域に根差した活動は示現
会を支える力になっております。 

宮城示現会  会長 金子 薫 
 20022年度 宮城示現会活動報告 

 

 コロナ感染症が終息しない 

中仙台エレクトロホール宮城 

にて 7月２１日～25日の間 

で一年遅れの 30周年記念 

宮城示現会展を開催しました。 

 開催期間中に宮城芸術祭 

も行われ、沢山の来客があり 

ました。30回目の宮城示現 

会展を迎えられたことは感無 

量であります。 

 宮城正会員（12人）とその 

他の会員・会友（3人）の出品 

がありそれぞれ個性溢れる作品を展示、作品に対

する来客からの講評を得ることができ、最高の勉

強となることを再認識致しました。 

 展覧会開催に当たり、井上武先生には色々とご

苦労をおかけしました。 改めて有難う 

ございます。 

 次回の開催は 2024年ですが、尚一層の精進す

ることを会員みんなで語りあいました。 

福岡支部、久留米支部の女性会員による第 2 回示現会女性会員展を

8月 23日から 28日まで、福岡市新天町にあるギャラリーセルにて行い

ました。19名の参加者があり 42点の作品を展示することが出来ました。

コロナ感染症第７波の真只中ではありましたが多くの来場者があり嬉し

い限りでした。「皆さんの絵をみて力を貰った ありがとう」との言葉に私

達も逆に頑張っていく力を貰った思いでした。19名の一人ひとりのキラキ

ラとした個性がぶつかり合いながらも、一つの大きな力になっていたよう

に 

思います。私達は忙しい日常をドタバタとアタフタと過 

ごしながらも絵を描くことは止められない。みんなの思 

いは同じだった様に思います。絵を描くことは生きるこ 

とに値すると思うし生きることは絵を描くことに値する 

と思う。 

そんな心境の中で会を無事終えることが出来ました。 

次回は 2年後に繋いで行くことを確認して！ 

女性会員展担当 久留米支部 秋吉ヤス子 

 

 女性パワーで素晴らしい展覧会が開催され
ました。多くの人が訪れ鑑賞しました。開催
は２回目になります。 

 
前列左端
代表の 
岩佐さん 


